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年のࡢ 4 月から九州支部長をഈ命し，11 月には水Ҵ除草

展示ะの成੷を取りまとめたが，δϟンボタニシの৯害ࡎ

で無除草۠の雑草がほとんど無かったะ場が約 200 Χॴ中，

約 1 割の 20 数Χॴに及んだ。ะ場をબ定する段階では，こ

のタニシがいないか少ないะ場をબ定しているが，ᕲ水経࿏

や大雨でのܣ越しでの৵入が考えられる。また，除草ࡎ適用

性ࢼ験を実施している県のࢼ験場や植調ࢼ験地などで，δϟ

ンボタニシが生ଉしているะ場では，その被害๷止のための

ۤ࿑は大変なものである。除ڈしたつもりでも，一時的に౔

中にいたものが，その後ా面にはい出てくるものもいるし，

大雨の時にࢼ験࿮を越えて৵入することもある。とにかく雑

草調査がऴわるまで気がൈけない。

δϟンボタニシの一般໊はスクϛリンΰガイ（Pomacea　

canaliculata　Lamarck）で，1986 年 10 月に学໊，和໊が

確定した。ݪ産地はΞルゼンチン北部やウルグΞイとされて

いる。1981 年頃から৯用ൢ売を目的に養৩業ऀによる大量

増৩が始まったが，ফඅऀのᅂ好に合わず，放置したことか

ら野生化した。1985 年頃から水Ҵ，レンコン，ϛズイモ等

で被害をもたらすようになり，現在では九州地域を中৺に太

平洋地帯の暖地，温暖地の水ాで広く෼෍している。

δϟンボタニシのࠜઈを目指して，水ాへの৵入が見られ

始めた 1980 年後半，ࢲも地ݩの生産組合での一૟作ઓに参

加し，主要な用ഉ水࿏の水をམとし，1 ඖも࢒さないように

このタニシをरい，また赤いཛմをつぶす重࿑ಇを数年間ܧ

続したが，ࠜ ઈできるどころか，年ʑ発生面積が֦大していっ

た。その後，このような一૟作ઓは見かけなくなった。

δϟンボタニシは水Ҵの移植後の苗を৯べる害஬である

が，雑草も৯べるのでうまく利用するとӹ஬にもなる。ࢲが

福岡県のࢼ験場にۈ຿しているときにこのタニシを雑草の生

物的๷除ख段として利用する方法を検౼し，一定の成果を上

͛ることができた。しかし，この成果を活かすためにはా面

の均平化が極めて重要で，またきめࡉかな水管理も必要なこ

とから大規模経Ӧ農Ոや౔日に主な作業をする݉業農Ոには

೉しい。

δϟンボタニシはもともと養৩用に導入されたものだが，

৯ຯはどうだろうか。けばけばしいग色のཛմをみると，と

ても৯べてみたいという気が起こらない。ࣗ෼も 30 年来こ

のタニシと付き合ってきているがまだ৯べたことがない。զ

がՈの近くには水ాにྡ接し工業ஂ地があり，そこにॾ֎国

から研म生が来ている。ਅ夏の༦฻れに水ాの൞際でջ中電

灯を照らしԿか物色していたので，Կしているのかを๚ねる

と，このタニシをरっていた。どうするのかをฉいたところ，

৯べるといった。৯文化のҧいだろう。みんながαβエやΞ

αリなどを採るようにこのタニシをरってくれたら苗の被害

も少なくなるだろうに・・・・。

֎来の生物は一時的に増加，ൟໜすることはあっても，一

定期間を過͗れば，ఱఢの出現等で一定のີ度で生ଶ系の中

でバランスをとることが多い。すでに৵入が見られている地

域で，これ以上ີ度が増えることはないだろうと考えられる。

もちろん水管理やδϟンボタニシ๷除法の不ख際で苗の被害

が出るݥة性はあるが，すでにこのタニシと数े年来付き

合ってきた農Ոにとって，それほどාいものではないだろう。

苗への被害さえ回避できれば，除草ࢄࡎ෍後の後発生の雑草

を৯べてくれる。このため，δϟンボタニシが発生している

地域では除草ࡎ఍߅性雑草の発生がほとんど見られないこと

もこのタニシのޚ利ӹ（ʁ）であるかもしれない。δϟンボ

タニシと຤永く上खに付き合っていく以֎にないだろう。
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